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①地震、津波等の災害に備えるための整備

【 達 成 状 況 】

○

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

※この総括票については、計画年度終了時点における施設整備計画（計画を変更しているものについては、最終変更後の計画）
　に基づいた事後評価の結果を記入すること。
　また、その評価を行った施設整備計画を添付すること。

達成状況

100.0

耐震化率（％）

100.0

―

―

―

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

中学校

高等学校

―

―

特別支援学校

―

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

学校区分
目標

100.0

100.0

幼稚園

平成２７年度の事業において，IS値の基準を下回った全ての施設の耐震工事が完了し，耐震化率は目標値である１００％に達することができた。今
後は，災害時に使用する避難所の防災機能強化や，非構造部材の耐震化にむけて，事業計画を実施していく必要がある。

小学校



【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

【 所 見 】

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

市内全ての中学校において，普通教室に空調機の設置が完了した。補助事業として計上を行っていたが，補助金交付を受けずに市単独の予算で
の実施となった。平成２６年度に小学校普通教室への空調機導入は完了していたため，平成２７年度の当事業において，市内全ての学校（普通教
室）への空調機整備が完了した。

計画どおり実施できた。
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3 事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について

当市教育委員会内において，施設整備計画の事後評価を事業完了後に実施し，その結果をホームページを通し公表した。

事後評価の時期及び方法について

　施設整備計画に計画していた事業について，計画どおりに実施することができた。また，耐震化率においても年度ごとに計画的に実施し，最終目
標であった耐震化率１００％に至ることができた。しかし，構造体の耐震化は完了したが，非構造部材の耐震化は未実施のため，より安心・安全な学
校施設づくりのためにも，早急に計画・実施していく必要がある。また，学校施設の老朽化も進行しており，長寿命化へ向けた改修も検討していかね
ばならない。


